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事業の概要、進捗状況

■高規格幹線道路ネットワークの形成
■主要都市間の所要時間短縮
■交通安全の確保
■広域連携強化による産業の支援
■災害時の代替路確保

区間

き かわ じんりょう

（起）紀の川市神領
わ か やま ひろにし

（終）和歌山市弘西

道路延長 12.2km

構造規格 第1種第2級

設計速度 100km/h

車 線 数 4車線

標準幅員 22.0m

計画交通量 15,900台/日

全体事業費 1,160億円

事 業 化 平成9年度

都市計画決定 平成11年12月

用地着手 平成19年度

工事着手 平成20年度

事業進捗率 約27％（平成26年3月現在）

用地取得率 約96％（面積ベース：同上）

事業の概要
事業の目的 位置図

1

標準断面図 【単位：ｍ】

【土工部】

【橋梁部（長大橋）】

名

【完成】

【完成】

和歌山県 約120km

紀北西道路
L=12.2km(4車線)
事業化：H9年
都市計画決定：H11年
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平成27年度 2車線供用予定

一般国道24号 紀北西道路



再評価の視点
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一般国道24号 紀北西道路

現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H23年
12月）から大きな変化なし

■高規格幹線道路網の一部を
　構成しており、その必要性に
　変化なし。

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H23年
12月）から大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変
化がないため算出を省略

前回
全体　  Ｂ／Ｃ　１．１
残事業 Ｂ／Ｃ  １．２

４）地域における計画等
前回再評価時点（H23年
12月）から変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費）　　27％
用地取得率（面積） 96％

平成２７年度全線２車線供用
予定

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など
引き続き検討

再評価の視点



関係自治体の意見
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■和歌山県知事 平成２６年９月２５日 県総 第３３５号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に
係る意見照会について（回答）

一般国道24号 紀北西道路

○対応方針（原案）に対する意見

（一般国道２４号 紀北西道路事業）

関西大環状道路の形成により関西経済圏の活性化を図るとともに、異常気象に

よる災害や南海トラフの巨大地震などの大規模地震に備え、京阪神地域と連携し

た広域的な防災体制の強化や沿線地域の産業、観光の活性化が期待される重要な

路線であり、対応方針（原案）のとおり事業継続が妥当と考えます。

なお、事業実施に当たっては、より一層のコスト縮減等を図り、平成２７年国

体開催までに供用させるようお願いします。



対応方針（原案）
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事 業 継 続

一般国道24号 紀北西道路

紀北西道路は、事業の必要性等に関する視点に変更
はなく、事業の進捗の見込みの視点から継続が妥当
と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すこと

が適切である。

き ほく にし どう ろ








